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（百万円）

R６年12月期 R７年12月期 増減額 前期比

親会社株主に帰属する

当期純利益 2,299 3,277

3,163

3,161 3,780

2,668

+ 20
１株当たり

年間配当金（円） 55

+ 978 +42.5 %

+36.4 %75

売上高

営業利益

経常利益

38,916 41,977 +7.9 %

+ 495 +18.6 %

+ 619 +19.6 %

+ 3,061

（予定） （予定）

■令和７年12月期 業績概要（連結）
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■業績の推移（連結）

（百万円）
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■令和７年12月期 セグメント別業績（連結）

（百万円）（左:前期 右:当期）



R５年12月期 R６年12月期 R７年12月期

7.5 

8.1 

6.1 

売上高営業利益率 (％) 2.6 6.9 

自己資本当期純利益率(ROE) (％) 4.1 6.4 

総資産経常利益率(ROA) (％) 2.6 5.8 
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■主要経営指標（連結）



（百万円）

流動資産 27,274 29,816 +2,542

有形固定資産 16,990 17,771 +780

無形固定資産 293 418 +124

投資その他 13,844 17,646 +3,802

58,402 65,653 +7,250

流動負債 10,489 11,150 +660

固定負債 9,954 11,174 +1,220

20,443 22,324 +1,881

37,959 43,328 +5,368

64.9 65.3 +0.4

4,468.46 5,143.16 +674.70

負債合計

純資産合計

自己資本比率（％）

1株当たり純資産（円）

前期比

資
産

連結貸借対照表

総資産合計

負
債

R６年12月期 R７年12月期
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■貸借対照表（連結）



（百万円）

R５年12月期 R６年12月期 R７年12月期

財務活動による
キャッシュ・フロー

現金及び現金
同等物期末残高

1,620 2,3104,343
営業活動による
キャッシュ・フロー

投資活動による
キャッシュ・フロー ▲ 1,056

▲ 1,169 ▲ 352 ▲ 1,455

5,075 7,458 7,256

▲ 1,640 ▲ 1,613
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■キャッシュ・フローの状況（連結）



R３年
12月期

R４年
12月期

R５年
12月期

R６年
12月期

R７年
12月期

自己資本比率 (％) 63.5 63.5 65.9 64.9 65.3

時価ベースの自己資本比率 (％) 109.0 78.4 53.1 50.1 48.6

キャッシュ・フロー
対有利子負債比率 （年） 1.0 1.8 1.6 0.6 1.2

インタレスト・カバレッジ・レシオ （倍） 222.1 118.3 135.6 347.2 139.7
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■キャッシュ・フロー関連指数の推移（連結）
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■配当の状況

●令和６年12月期は、１株当たり年間55円（普通配当 50円、記念配当 5円）としています。
●令和７年12月期は、１株当たり年間75円（普通配当 60円、記念配当 5円、特別配当 10円）を予定しています。
●令和８年12月期は、１株当たり年間80円（普通配当 80円）を予想しています。

（予想）
（予定）



前期比 前期比 前期比

営業利益 912 ▲ 1,839 2,668 +1,755 3,163 +495
有形・無形
固定資産の増加額 2,146 +1,351 1,878 ▲ 268 1,593 ▲ 285

減価償却費 1,147 ▲ 134 1,244 +97 1,369 +124

EBITDA　※ 2,059 ▲ 1,973 3,912 +1,853 4,533 +620

（百万円）

R５年12月期 R６年12月期 R７年12月期

※「営業利益＋減価償却費（のれんを含む）」にて算出
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■連結経営指標等の推移



セグメント別実績
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（百万円）

R６年12月期 R７年12月期

売上高 10,779 11,863

セグメント
利益 230 485

経営成績等の概況
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■セグメント別実績 –アグリ事業–

肥料の販売数量が増加したことや、販売価格が原料価格の上昇によ
り値上がりし、売上高は118億63百万円と前期に比べ10.1％の大幅な増
加となり、加えて生産方式の合理化などにより、営業利益は４億85百
万円と前期に比べ110.9％の大幅な増加となりました。



（百万円）

水処理 11,198 水処理 13,417

機能性 6,168 機能性 6,619

その他 157 その他 175
セグメント

利益 2,086 2,312

20,212

R７年12月期R６年12月期

売上高 18,323

水処理薬剤は、超高塩基度ポリ塩化アルミニウムの販売数量が増加したことに
加え、原料価格の上昇に伴う販売価格の是正に努めたことにより、売上高は134億
17百万円と前期に比べ11.8％の大幅な増加となりました。

機能性材料は、スマートフォン向け高純度酸化タンタルの販売数量が競争の激
化により減少したものの、自動車関連セラミック繊維向け高塩基性塩化アルミニ
ウム等の販売数量が好調に推移し、売上高は66億19百万円と前期に比べ7.3％の増
加となりました。

その他化学品の売上高は１億75百万円と前期に比べ11.4％の増加となりました。
それらの結果、売上高は202億12百万円と前期に比べ10.3％の大幅な増加となり、

営業利益は23億12百万円と前期に比べ10.8％の大幅な増加となりました。

経営成績等の概況
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■セグメント別実績 –化学品事業–



（百万円）

R６年12月期 R７年12月期

売上高 1,338 1,315
セグメント

利益 736 721

経営成績等の概況
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■セグメント別実績 –不動産事業–

ショッピングセンターの賃料収入は前期並みに推移したものの、賃貸物件の減
少などにより、売上高は13億15百万円と前期に比べ1.8％の減少となり、営業利益
は７億21百万円と前期に比べ2.0％の減少となりました。
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■セグメント別実績 –建材事業/石油事業/運輸事業–

運輸事業

経営成績等の概況

石油事業建材事業

R７年12月期R６年12月期

2,8262,813売上高

308296セグメント
利益

R７年12月期R６年12月期

1,9631,957売上高

1613セグメント
利益

R７年12月期R６年12月期

3,7973,702売上高

15254セグメント
利益

建材事業：石こうボードの販売数量は減少したものの、販売価格が上昇したことにより、売上高は37億97百万円と前期に比べ2.5％の増加となり、加えてエネギー
コストの減少などにより、営業利益は１億52百万円と前期に比べ178.7％の大幅な増加となりました。

石油事業：燃料油の販売数量は需要の減退により減少したものの、販売価格が値上がりしたことにより、売上高は19億63百万円と前期に比べ0.3％の増加となり、
加えて販売費及び一般管理費の削減などにより、営業利益は16百万円と前期に比べ28.1％の大幅な増加となりました。

運輸事業：物品販売は減少したものの、貨物輸送量や荷役量が増加したことにより、売上高は28億26百万円と前期に比べ0.5％の増加となり、営業利益は３億８百
万円と前期に比べ3.9％の増加となりました。

（百万円） （百万円）（百万円）



「中期経営計画2028」進捗

と業績予想について
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■「中期経営計画2028」基本方針

●「バカマツタケ」の生産・販売体制の早期確立および事業化
●「メディカル材料」「コラーゲン材料」「各種酸化物ナノ材料」などの開発商品の
新規用途への展開および事業拡大

●「アグリ事業（肥料）」「化学品事業（水処理薬剤）」における生産性向上、
コスト削減および提案型営業による販売力の強化

●長年培った技術力を活かした海外事業の推進

●コンプライアンス教育の実施およびコーポレート・ガバナンス体制の強化
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■「中期経営計画2028」基本方針

●「バカマツタケ」の生産・販売体制の早期確立および事業化
●「メディカル材料」「コラーゲン材料」「各種酸化物ナノ材料」などの開発商品の
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（百万円）

R６年12月期 R７年12月期 R８年12月期 R９年12月期 最終年目標 修正後最終年目標
実績 実績 中期経営計画2028 中期経営計画2028

売上高 38,916 41,977 42,000 44,000

営業利益 2,668 3,163 3,000 3,500

自己資本当期
純利益率（ROE）

6.4％ 8.1％ 6.0％以上 7.0％以上

※「長期ビジョンおよび中期経営計画」につきましては、当社ウェブサイト（https://www.takichem.co.jp/）をご参照ください。
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■「中期経営計画2028」進捗について
●令和７年度は、肥料及び水処理薬剤の販売数量の増加、原料価格の上昇に伴う販売価格の値上がりが進んだことに加え、
各セグメントの事業が堅調に推移しました。
その結果、当社グループの業績は、連結売上高419億77百万円、連結営業利益31億63百万円、ＲＯＥ8.1％となりました。

0

(ROE)
10%

8%

6%

4%

2%

0%

8.1%

7.0%

ROE

6.0%6.4%

計画を 
上方修正 

https://www.takichem.co.jp/


（百万円）

R７年12月期 R８年12月期

実績 業績予想

売上高 41,977 43,000 +1,023

営業利益 3,163 2,450 ▲ 713

経常利益 3,780 3,050 ▲ 730

親会社株主に帰属
する当期純利益 3,277 2,650 ▲ 627

１株当たり
当期純利益 (円) 389.05 317.79 ▲ 71.26

差異

22

■令和８年12月期 業績予想(連結)

●令和８年12月期の連結業績は、肥料及び水処理薬剤などの販売価格の値上がりを見越し、売上高は増加となるものの、不透明な原料情勢
を背景に営業利益、経常利益、親会社株主に帰属する当期純利益は減少となることを予想しております。



https://www.takichem.co.jp/

●ご注意

本資料には、連結業績予想等の将来予測情報が含まれております。それらの情報は、本資料の作成時点において入手可能な情報
及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は、様々なリスク要因や不確実な要素により大きく異な
る可能性があります。

●お問い合わせ先

多木化学株式会社 総務人事部

〒６７５－０１３１ 兵庫県加古川市別府町新野辺3050番地

TEL：０７９－４３７－６００２ FAX：０７９－４３７－８８２２
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証券コード：４０２５ 

https://www.takichem.co.jp/

